
宮交シティカップ MFA 2026 年度 第 41 回九州クラブユース（Ｕ―15） 

サッカー選手権 宮崎県大会要項 

 

１．主 旨  日本の将来を担うユース年代のサッカー技術の向上と健全な心身の育成を図るとともに、ク

ラブチーム（U－15）の普及と発展を目的とし、各団体の協力を得て、宮崎県の九州クラブ

ユースサッカー連盟登録チームが参加して実施する。 

 

２．名 称  MFA 2026 年度 第 41回九州クラブユース（Ｕ―15）サッカー選手権 宮崎県大会 

 

３．主 催  （一社）宮崎県サッカー協会、宮崎県クラブユースサッカー連盟 

 

４．特別協賛 宮交シティ 

 

５．日 程   2026 年５月 24 日（日）    会場：新富 FC（２面） 

2026 年５月 30 日（土）    会場：新富 FC（２面）、生目の杜（人工芝） 

         2026 年５月 31 日（日）    会場：新富 FC（２面） 

2026 年６月 ６日（日）    会場：新富 FC（１面）、生目の杜（人工芝） 

2026 年６月 ７日（土）    会場：新富 FC（１面）、生目の杜（人工芝） 

2026 年６月 13・14 日（日） 会場：未定 ※予備日 

＊５月 24 日、体育祭が実施される地域があります。１回戦は 24 日（日）実施するか、

組み合わせ決定後 23 日までの期間で実施してください。 

６．出場資格   ２０２６度、（公財）日本サッカー協会に３種加盟登録し、なお且つ(一財)日本クラブユー 

スサッカー連盟に加盟登録されたチームで各クラブ参加チームは１チームとする。 

（１）二重登録・二重活動をされていない選手であること。（他の中学校・クラブチーム） 

   （２）年齢は２０１１年（平成２３年）４月２日以降の出生選手を対象とする。 

（３）選手登録は１５名以上の選手で構成され、うち１１名以上は日本サッカー協会３種加

盟登録選手であり、なお且つ２０１１年４月２日から２０１４年４月１日までの出生

者を対象とする。 

（４）出場チームの同一下部組織第４種（ＪＦＡクラブ申請済みクラブ）登録選手に限り、

種別変更（移籍）をせず第４種登録選手のまま出場を認める。但し、同一下部組織第

４種チームを複数所有している選手登用は、いずれかの１チームからに限定するもの

とする。 

（５）登録選手は必ず全員が傷害保険に加入していること。 

（６）移籍選手は日本サッカー協会の移籍規定により出場できる。 

（７）予選から本大会にいたるまでに１つのチームで大会メンバーに登録した選手は、異な

るチームの移籍後再び大会メンバーに登録することはできない。 

   なお、県内大会で予選名が付されていない場合でても、その大会が実質的に予選を兼

ねている場合は、その大会を予選と同じ扱いなり上記を適用する。 



（８）本大会申し込み提出後の選手の追加及び変更は認めない。 

 

 

７．競技方法 （１）試合方法は２１チームにてトーナメント方式とする。 

（２）ルールは（公財）日本サッカー協会競技規則 2025／2026 による。 

（３）試合時間はすべて 70 分ゲーム（ハーフタイム 10 分）とする。 

（４）勝敗が決しないときは PK 戦方式により勝敗を決定する。 

（５）警告・退場 

①警告を 2 回（通算）受けた選手は、次の１試合に出場できない。退場を命じられ 

た場合は、次の１試合に出場できない。 

②その後の処置は大会規律委員会（理事、大会担当、規律委員長）にて決定する。 

（６）メンバー表は試合開始 60 分前までに大会システムに登録し、交代はメンバー表の登

録選手の中より７名認める。交代の際、交代用紙の使用をお願いします。試合を通し

て、交代回数を３回までとする。（１回に複数人交代するのは可能。ハーフタイムでの

選手交代は、回数に含まれない。） 

   尚、脳震盪による交代（再出場なし）については以下の通りと定める。 

     ① 脳震盪またはその疑いのある選手の謡（以下「脳震盪交代」という）は通常 

       交代に含まれない。 

     ② 脳震盪交代は、通常交代と判別できる、別途指定する手続きで行われなけれ 

       ばならない。 

     ③ 脳震盪交代と通常交代を同時に行った場合、通常交代および脳震盪交代を 

       それぞれ１回としてカウントするものとする。 

     ④ 脳震盪交代をした場合、相手チームは通常交代とは別に、１名１回の交代を 

       追加で得ることができる（以下、本号に基づく交代を「追加交代」という。） 

       ただし、追加交代と通常交代を同時に行った場合、通常交代および追加交代 

       の交代回数を１回としてカウントするものとする。 

     ⑤ １試合にえる各チームの脳震盪交代および追加交代の交代人数は、それぞれ 

       １名とする。 

また、各試合のメンバー表提出後から試合開始までの時間に、怪我など特別な理由に

より登録されたメンバーが当該試合へ出場することが不可能であると、当該試合競技

責任者が判断した場合のみ、メンバー表の内容を変更することができる。 

（７）マッチコーディネーションミーティングについては、60 分前に行う。ユニフォーム

についてはお互いのチームで話し合う。しかし、最終決定は主審の指示による。 

マッチコーディネーションミーティングが組み合わせ次第では、90 分前になる可能 

性もある。その場合は、該当チームに連絡する。 

試合時間 60 分前に、本部においてユニフォームチェック行う。その際、ユニフォー 

ムは正・副の両方を持参する、もしくは指定された書式にてユニフォームの確認する 

こと。ユニフォームの全面・背面には大会エントリー時に登録された選手固有の番号 



をつけること（GK を含む）が望ましい。尚、ユニフォームの色・選手番号の大会エン 

トリー以降の変更はとめない。 

（８）ユニフォームの広告は（公財）日本サッカー協会の「ユニフォーム広告規定」に則る。 

 

（９）各チームの登録選手は、原則として（公財）日本サッカー協会発行の選手証を持参し

なければならない。但し、写真貼付により、顔の認証ができるものであること。 

※JFA の web 登録システム「KICKOFF」から出力した選手証・登録選手一覧を印

刷したものを原則とする。 

（１０）参加資格の違反、不都合な行為があった場合の処置については、大会規律・フェア 

プレー委員会にて決定する。 

（１１）チームスタッフ及び選手の登録はスタッフ７名以内、選手は 15 名以上 30 名以内 

とする。  

（１２）その他  

①ベンチへの入場は、事前に登録されたスタッフ５名、選手 30 名以内とし、 

それ以外は入れない。  

②ベンチを離れ、テクニカルエリア内で戦術指示を伝えることができるのは、 

その都度スタッフ１名とする。 

③交代選手のベンチ横でのウォーミングアップは、ボール使用禁止。 

④チームベンチは、会場本部席からピッチに向かって左側ベンチを組合せの左側に表 

記されているチームとし、対戦チームを右側とする。  

⑤試合会場での負傷の処置については、当該チームにて行うこと。 

 

８．表 彰   優勝、準優勝、第３位、第４位、までを表彰する。 

 

９．負担金  （１）グリーンカード未加入チームは別途システム負担金２０，０００円徴収する。 

（２）その場合は、事務局へ連絡すること。 

 

１０．参加費  １５，０００円     

        （1）４月３０日（木）までに下記に振り込みのこと。 

宮崎銀行 木花支店（143） 普通 １７２６８３ 

宮崎県クラブユースサッカー連盟 会計 南園芳雄 

 

１１．参加申込 （１）グリーンカードシステムのチームページにて、４月３０日（木）までに申し込むこと。 

※監督会議にて、グリーンカードシステムでの申込方法を確認する 

 

１２．監督会議 監督会議並びに組み合わせ抽選会を下記の日程で行う。 

       ４月 26 日（日） 

生目の杜運動公園体育館会議室 １９時～ 



１３．その他 （１）開会式は行わない。 

（２）閉会式、表彰式を行うので、試合終了後に優勝～４位のチームは参加する。 

（３）本大会のシードチームは、①セントラル宮崎 ②F.C.Volaest Miyazaki ③④（監督

会にて）U14 のベスト８チームによるフリー抽選とする。 

（４）優勝チーム、準優勝チーム、３位チーム、４位チームが 2026 年 6 月より行われる

「九州クラブユースサッカー選手権（Ｕ－15）大会」へ宮崎県代表として出場する権

利と義務を有する。 

（５）第４審判として審判着を着用し有資格者を配置することを義務付ける。 

（６）準決勝・決勝については、ボールパーソンを配置する。 

（７）落雷時の対応について下記の通りとする。 

１）試合前及び試合中に、落雷の発生並びに発生の可能性がある場合は、当該試合の審

判員の判断により即座に試合を中断する。但し、これについて大会本部（競技責任

者他）が助言できるものとする。 

２）その後、雷活動が止んで 20 分後に再開する。 

３）再開または中止する場合は、次の通りとする。 

  ①前半戦途中に中断した場合は、中断時の状態から残り時間を再開する。 

  ②前半が終了している場合及び後半戦途中に中断した場合は、試合再開は行わず中

断時の結果により勝敗を決する。 

  ③再開後、会場使用予定時刻を超える恐れがある場合は、予備日または翌週・翌日

に再開する。その場合、次の試合も順に行う。 

４）日程を変更して試合を再開したことにより大会期間までに試合を完了できない場合

は、抽選により勝敗を決定することがある。その場合、準々決勝の日程までは消化

し、大会実行委員会にて決定する。 

（８）各チームの指導者・選手・保護者はマナーおよび規則を守って、紳士的な言動をとる 

よう周知徹底に努めること。 

（９）審判については次の通りとする。 

           大会の主審は宮崎県サッカー協会へ依頼する。 

           アシスタントは帯同・ユース審判ともに、４級以上とする。 

           準々決勝以降はすべて宮崎県サッカー協会が担当する。 


